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１．研究計画の概要 
 今後、我が国において、少なくとも５年以上

の長期に亘って継続されるグレブナー基底の

理論と実践に関する共同研究を、将来、永続的

な国際共同研究に発展させることを視野に入

れ、強力に推進し、我が国がグレブナー基底

の理論的有効性と実践的有効性の探究に関す

る国際的な研究拠点となることを目指す。 
 
２．研究の進捗状況 
 分割表の検定に重要な役割を果たすマルコ

フ基底の代数的な側面の研究を推進した。統

計学の観点からするとHardy-Weinbergモデル

など、基本的かつ重要な類に付随するマルコ

フ基底は二次の move から成ることが多い。加

えて、二次のグレブナー基底を持つトーリッ

クイデアルは可換代数と代数幾何においても

きわめて重宝である。本基盤研究では、二次

のグレブナー基底を持つ類に限定し、重点的

な研究を展開した。具体的な成果を列挙する。 

（１）可換代数における著名な配置である

Segre-Veronese 配置の一般化となる nested 

配置の概念を提唱し、そのトーリックイデア

ルが二次のグレブナー基底を持つための効果

的な十分条件を発見した。 

（２）計算統計代数の分割表の問題の一つで

ある two way subtable sum 問題に付随するト

ーリックイデアルの具象的な研究を展開し、

そのトーリックイデアルが二次のグレブナー

基底を持つための必要十分条件を得ることに

成功した。 

（３）非混合二部グラフの極小被覆に付随す

るトーリックイデアルの代数的な研究を展開

し、そのトーリックイデアルの具体的な二次

のグレブナー基底を組合せ論的に記述するこ

とに成功した。 

 他方、分割表を分析する重要な手法の一つ

である sequential importance sampling に関

連し、計算代数統計への応用上重要となる配

置のトーリック環についての正規性および

very ample 性を検証した。顕著な成果の一つ

は、two way subtable sum 問題に付随するト

ーリック環が正規となるための必要十分条件

を決定することに成功したことである。 

 
３．現在までの達成度 
 ①当初の計画以上に進展している。 
（理由）最終目標の一つである計算代数統計
のマルコフ基底に関する懸案の予想が、既に、
肯定的に解決されたから。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 最終年度は、昨年度までの研究成果を踏襲
し、計算可換代数におけるグレブナー基底の
理論的有効性と計算代数統計におけるグレ
ブナー基底の実践的有効性の研究を推進さ
せる。 
 前者では、具体的には、計算可換代数にお
けるグレブナー基底の理論を単項式イデア
ルの極小自由分解の研究に応用し、すべての
冪が componentwise linear となる単項式
イデアルの効果的な判定法をグレブナー基
底の枠組みで探す。 
 後者では、「グループ毎の選択問題」と言
う統計モデルに関連するトーリックイデア
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ルの代数的な概念である nested 配置を一
般化し、計算代数統計のマルコフ基底として
現れる二次のグレブナー基底を、臨床試験な
どの現場での実践的な貢献を意識しながら、
“素手”で計算できる二次のグレブナー基底
の「辞書」を作成するとともに、グレブナー
基底を代数的な勘と幾何学的な経験に頼っ
て探す原始的な方法を、何らかの創意工夫を
凝らし、計算機のプログラムとして実装する
ための基礎的な準備を推進する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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